
近年，明確になっている
インフルエンザワクチンの効果

─まず，インフルエンザワクチンについてうかがいま

す．インフルエンザワクチンは効果があるのでしょうか．

菅谷　「インフルエンザワクチン接種に本当に効果があ
るのか」という意見は今も耳にしますが，かなり誤解が
あると感じます．たしかに，臨床医がワクチンの効果を
正確に把握することは無理な面があります．ワクチンを
接種してもインフルエンザに罹ってしまった人はその先
生のクリニックを受診するのに対して，ワクチンを接種
したおかげでインフルエンザに罹らなかった人は受診し
ませんから，それだけでワクチンが効かない印象がどう
しても強くなるのです．インフルエンザの流行が大きく
報道されることで，ワクチンの効果に影響がある場合も
あります．

─ワクチンの効果は印象に左右されることが多いので

すね．

菅谷　実際には，近年，インフルエンザワクチンの効果
は完全に確立しています．診断陰性例コントロ─ル試験
によってワクチンの効果を検証した結果が，世界各国か

ら毎年出されています．しかも，インフルエンザの流行
が始まると，1 月にはもう速報として，「今年のワクチ
ンはこれぐらい効いている」という結果がまず出されて，
流行の終わる 9 月頃に最終的な結果が出るという年 2
回効果が確認されているのです．診断陰性例コントロ─
ル試験が毎年行われるようになったことで，ワクチンの
効果が明確になりました．

─インフルエンザワクチンは，具体的にはどの程度の

効果があるのでしょうか．

菅谷　インフルエンザウイルスの型によっても違います
が，B 型インフルエンザウイルスや 2009 年の A（H1N1）
型インフルエンザウイルスに対しては 50％以上の効果
があります．50％を低いと思われるかもしれないです
が，インフルエンザ患者さんは毎年約 600 万人〜1200
万人出ます．50％という数字は社会的にみて大変大き
な効果だと思います．

─ 50％という予防効果は院内感染対策の面でもかな

り大きな効果といえるでしょうか．

菅谷　私はけいゆう病院で院内感染を担当しています
が，院内感染対策としても 50％の効果は大きいと思い

インフルエンザ診療の
問題点について考える

ノイラミニダーゼ阻害薬と迅速診断キットの登場がわが国のインフル

エンザ診療を大きく変えた．最近ではインフルエンザワクチン接種も

積極的に奨められている．また，新規作用機序を有する薬剤も登場し

た．そうした状況でも，わが国のインフルエンザ診療にはまだ課題が

残されている．本誌編集委員・菅谷憲夫先生にインフルエンザ診療の

問題点と今後の展望についてうかがった（聞き手：編集部）．
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